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地元の大学生ボランティアが豪雨災害復旧事業地へ植樹

令和５年10月13日（金曜日）、林野庁近畿中国森林管理局広島森林管理署山地災
害復旧対策室は、広島国際大学の学生と教職員の計121名の協力により、平成30年
７月豪雨災害で山腹崩壊した広島県東広島市黒瀬区域の民有林直轄治山事業現場に
おいて、アカマツ苗500本を１時間半かけて植樹しました。

広島国際大学は平成30年７月豪雨により大規模に山腹崩壊した現場に近接しており、
広島森林管理署はこの崩壊地の復旧を目指して平成31年度から民有林直轄治山事業を実
施しているところです。

広島森林管理署と広島国際大学は、令和３年５月に災害のメカニズムを学ぶ救急救
命学科の授業の一環で実施した災害現場見学をきっかけに、連携がスタートしました。

復旧事業地における植樹は昨年に続く２回目の取組であり、広島国際大学のキャン
パス周辺にある森林の大切さや治山事業が果たす役割への理解を深めることを目的とし
て、学生ボランティアや広島国際大学の焼廣益秀学長を始めとする教職員が参加して、
松くい虫被害に抵抗性のあるアカマツ苗500本を植樹しました。

参加した学生ボランティアの皆さんからは、「ここに木が生えて元どうりになればい
いな。」「将来もし災害が起きたとしても、今植えた木が守ってくれたらいいな。」など
の声が聞かれました。

広島森林管理署では、植樹した学生ボランティアの思いが、みどり彩る森林へ復旧
することを願いつつ、引き続き、治山事業を通じて地域の安全・安心に貢献していける
よう取り組んでいきます。

ボランティアによる植樹状況 学生ボランティアの皆さん
（後ろの建物は広島国際大学）
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